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Iはじめに I LBA-EATA法を原理とするミュータスワ

コ一泊o (和光純薬)による AFP 測定時に偽低値を示

した HCC 患者症例に遭遇した。そこで AFPl田~

2000ng/mLの検体はすべて 5 倍希釈して施認、軍隊検

体は 5 倍希釈値で報告してきた。今回我々が経験した

偽低値の措生機芹および患者特性について検討し偽低

値費生との関連について考察した。

I対象I平成 24 年 11 月から平成 25年 9 月までに検査

依頼された 11，凹0 検体のうち偽低値率~(真値 原信

測定値v真値 X 100 が 1的も以上の患者 18 症例を対

象とした。
I検討方法および結果 I 1 偽低値の出現甜度(偽低値

墾1E盆j 偽低値殺体は 44 検体で全検体数の 0.4%)、

2.000ng 皿L 以下では、 770 検体中 5 円らであった。 主

臨床鈴断名~革剖控与について 偽低値率が 10刊以上

の患者 18 症例の全剥が HCC と診断され、 18 例中 15

症例が末期であった。薬物暗法を受けていたのは 12 症

例であり、ネクサパールが 9 例、無f台掠は 6 例であっ

た。 生 盤血豆盤宜」 全例希釈直線性を認めなかった

が、希釈することで偽低値が改善した。また、 PEG処理

やプロテイン A 処理で免疫グロプリンを除去することで

も偽低値が改善した。 さらに化学処理では偽低値の比率
が大きいほど lO<}もτH旬nX-100 処理、 4M 尿棄処理およ

び 1M 酢酸処理で偽低値が改善したo 4二 重型国企旦

主盤堂監出塁豆埜盤当検査室で見出した 1 症例闘は偽低
値率が 54.........83%であり、肝機能の悪化、全身症状の悪化

とともに偽低値率も進行(態化)した。

I偽低値の量生機序考察I 種々の検討結果から免疫グロ

プリン(特に IgG)が関係していることが示唆され、 HCC

末期状態により、患者 IgG の構造に何らかの変化をきた
し、 IgGーアルブミンー血購タンパクがアグリグ γ ョン

し被告体を形成、被告体が DNA標識抗体抗原 (AFP)

蛍光標織抗体の結告を阻止あるいは非特異的に免疫複

合体に吸着し、等速電気体動での揖縮を阻害することに

より偽低値が措現されることが示唆された。

I まとめ l 今回にように全身状態憎懇の患者検体では

種々の測定系に非特異反応を起こす可能性が示唆され、

そのことを念頭におき臨床検査業務に携わる必要がある。


